
　2008年の株式会社化以降の4回にわたる中期経営計画の遂行を通じて、DBJグループは「投融資一体」に向けたリスクマネー
供給の強化とリスク管理機能の高度化を進めてきました。
　足下では、抜本的な人口構造・社会構造の変革が進み、社会課題とお客様の経営課題が不可分一体となるなか、DBJグループ
として、民間金融機関等との連携・協働のもと、リスクマネーやナレッジを活用してお客様の課題解決を通じた持続的成長へ貢献
するべく、その行動計画として「第５次中期経営計画 つなぐ、共につくる ～Innovation for Sustainability～」を策定しました。な
お、新型コロナウイルス感染症の経済・社会に与える影響が未だ不透明であること等を踏まえ、従来の3ヵ年計画ではなく、5ヵ年
計画としています。

収益性  健全性

2025年度 
目標（連結） 

業務粗利益※1 
親会社株主に帰属
する当期純利益 

経費率※2  総資産  ROA※2   ROE※2   自己資本比率※3 

2,000億円程度  850億円程度  32%程度  21兆円程度  1%程度  3%程度  14%程度 

　2025年度目標については、2023年5月に見直し後の財務目標を公表予定です。
※1 クレジットコストを除く
※2 経費率、ROAは業務粗利益比。ROEは当期純利益比
※3 普通株式等Tier1比率（バーゼルⅢ最終化完全適用ベースの試算値）

お客様と共に目指す

未来への変革 社会価値との両立 危機への備え

事業戦略 経営基盤戦略

財務資本

  リスク／リターン管理の 
高度化
  資金調達手法の更なる 
高度化

非財務資本

人的資本 
成長への人材育成

  職員の成長が組織の 
成長を支える

知的資本 
仕事の進め方改革

  業務の変革に応じた 
働き方へシフト

関係資本 
連携・協働の深化

  官民連携・ 
パートナーシップ

地域をつなぐ
地域の新たな発展を支援

エリア

共に価値をつくる
リスクマネー供給プラットフォームを強化する

機能

長期的な観点から産業・地域を俯瞰し、 
情報発信

ナレッジ

第5次中期経営計画

今後の経済・社会の抜本的変化への対応

 
インフラセクター

インダストリー 
セクター

エネルギー 運輸・交通 都市開発 新分野

産業をつなぐ
産業の潜在力を引き出す

世代をつなぐ
しなやかで強い社会を次世代につなぐ

GRIT戦略

 第5次中期経営計画

 危機対応

  新型コロナウイルス感染症の長期化に伴い、影響が残る飲食・宿泊業を中心とするお客様に対する支援

 リスクマネー供給

  企業の財務基盤強化や保有不動産流動化、イノベーション分野等でのリスクマネー供給を通じたお客様のコロナ禍からの回復・
成長を支援

 GRIT戦略

  投融資実績：2021年4月～2022年3月までのGRIT戦略に関する投融資実績は7,544億円 

 （危機対応業務を除く投融資全体の4割弱）

  投融資においてはトランジション・ローン等のサステナビリティファイナンスの実績化や脱炭素に関係する各地域の協議会の
運営・参画等の地域における面的取り組みを推進

  2050成長戦略本部を起点として知的資本・人的資本・関係資本を強化： 

第5次中期経営計画初年度として全行的にナレッジ面での底上げと共に、顧客起点で課題の洗い出しを実施

財務目標

第5次中期経営計画進捗
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　DBJグループとして、つなぐ取り組みを推進し、2050年の持続可能な社会の実現に貢献するべく、長期ビジョンを踏まえ
2030年に向けた具体的な戦略として、「GRIT戦略」を定めました。GRIT戦略とは、お客様の具体的なニーズを起点としなが
ら、グリーン社会の実現や、しなやかで強い安心安全な地域・社会や産業基盤の構築を目指すとともに、それに向けて、事業化
可能と評価できるイノベーションへの取り組みや、現在の事業基盤を前提とした移行に向けた戦略的取り組みを、DBJグルー
プとして重点的に支援していくことを示しています。GRIT戦略を推進するため、2050成長戦略本部（本部長：社長）を設置し
ております。

Green
技術的に確立されたカーボンニュート
ラルに向けた取り組み

Resilience & Recovery
しなやかで強い安心安全な地域・社会
や産業基盤の構築

Innovation
長期的視点から事業化可能と評価でき
るイノベーションに関する取り組み

Transition / Transformation
カーボンニュートラル等の実現に向け
て、現在の事業基盤を前提として着実 
な移行に向けた戦略的取り組み

G R I T 戦略

サステナビリティ 
の実現

インフラ 産業 地域

ビジョン2030

重点領域（マテリアリティ）

2020年

2030年

2050年

2050成長戦略 
本部の設置
（GRIT戦略の推進）

Innovation

Green

Resilience & 
Recovery

Transition /
Transformation

投融資一体 
で支援

GRIT戦略


